
　認知症の大きな特徴は、自分が病気であるという意識（病識）が乏しいことが挙げられます。
そのため、認知症の人と接したり、ケアしたりする際は、周囲の人がそのことを知り、配慮し
て対応することが、症状の悪化や進行の予防にもつながります。

　認知症という病気について理解していないと、「何度言ったらわかるの！」「どうしてそんなことをするの！」
などと認知症の人を傷つける言動になったり、怒鳴ったりしてしまいます。そうすると、認知症の人は追い詰
められ、より症状が悪化し、悪循環を招くことにつながります。

　認知症が進むと、押し入れに食べ物を
しまったり、汚れ物を引き出しに入れた
りするなどの行為がみられることがあり
ます。これは冷蔵庫や洗濯機が分からな
くなったり、対処の仕方が分からなく
なったりするなかで、本人なりに対処し
ようとした結果と考えられます。
　認知症の悪循環を避けるためにも、責
めるのではなく、できることをほめたり、
今の状態をできる限り理解することに努
め、笑顔で接することができる工夫や介
護者一人で抱え込まないことが大切です。
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◯不安で孤独だ

　１人で抱え込みそうな時は迷わずご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　 多久市地域包括支援センター（多久市役所 福祉課内）　☎75 ー6033

認知症を知る
認知症を知ろうコーナー　№11

～認知症の人との接し方①～

Hello!
問 多久市地域包括支援センター
（福祉課内）　☎75－6033

「自分に何がおきているのだろう」
「この先どうなるのだろう」

◯迷惑をかけている、役に立ちたい

「家族に申し訳ない」「今までのように役立ちたい」

◯情けない、屈辱だ、悔しい

「どうしてこんなことができないのか」「バカにされた」
「以前は自信を持っていられたのに」
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認知症の人との関係（悪循環の例）

　ほとんどの人は認知症の初期には自分に何か異変がおきていることには気づいていると考えられます。次の
ような気持ちになっていることが多いようです。

認知症の人はどんな気持ちでいるのでしょうか

不思議な行動はなぜ起こる？

認知症の人の気持ち 介護者など周りの人の気持ち

●不安感　　●不快感
●焦燥感　　●混乱状態
●被害感　　●ストレス
　　　　　　　　　など

●負担感　　●不快感
●不安感　　●いらつき
●不満　　　●ストレス
　　　　　　　　　など

■ 「在宅福祉サービス事業」のお知らせ

※利用申請等については、下記の地域包括支援センター、もしくは在宅介護支援センター（天寿荘☎74ー
4818、多久いこいの里☎75ー3558）、地区の民生委員さん等に相談・問い合わせください。

　多久市では、一人暮らしの高齢者等で、自宅での日常生活上の簡単な家事援助や安否確認等の生活支援サービ
スを行っています。要件に該当し、希望される人は申請が必要です。事業の詳細については下記までご連絡・ご
相談ください。

相談・申請 訪問調査 可否の決定 サービス開始

◆食の自立支援事業◆
対象者：①概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者また
　　　　　は高齢者世帯ならびに重度の障害者等
　　　　②自分で調理をすることができない人
　　　　③安否確認が必要な人
　　　　※①～③を満たす人
内　容：月曜から土曜の昼食または夕食をお弁当の
　　　　容器にいれて配達し、直接手渡しをするこ
　　　　とで、安否確認を行います。
利用料：770円／１食（個人負担410円）

◆緊急通報システム◆
対象者：概ね65歳以上の独居の人
内　容：自宅電話に緊急通報システムを取り付け、
　　　　緊急時に対応します。
利用料：399円／１か月

◆生活管理指導員派遣事業◆
対象者：①概ね65歳以上
　　　　②ひとり暮らしの高齢者等
　　　　③介護保険非該当者
　　　　※①～③を満たす人
内　容：日常生活における家事を共に行うことで、
　　　　生活の自立を支援します。
利用料：1,150円（個人負担400円）
　　　　１回１時間
　　　　１週間に２回まで

いざという
とき便利 !! 自分で調理や買い物

が困難で、安否確認
が必要な人が

対象です！

申請から利用までの流れ
▶ ▶ ▶

【問い合わせ・申請先】
多久市地域包括支援センター（多久市役所　福祉課内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎75－6033

行動・心理症状

不適切なケア

　認知症の人はこのような不安や孤独を感じ、大きなストレ
スを抱えています。そこにきつい言葉や対応があると、さら
に傷つき、混乱し、認知症の進行も早くなってしまいます。
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